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１-①）全県共通のCKD医療連携
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第一次山梨県CKD対策（５年間）の結果

新規の透析導入は５年間では当初目標の“10％減少”
に到達しなかった。連携による掘り起こし効果の
他にも紹介患者のlate referralなども問題となって
おり今後の課題となっている。

コロナ禍と共にR1年には県内腎臓診療体制の急変
がありR1,R2と紹介患者数が減少したがR3からは
回復している（データ未発表）

１-②）全県共通のCKD医療連携
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山梨腎臓病療養指導士の会発足

2021年10月15日

会長 内村幸平先生

山梨腎臓内科医会発足

2022年8月31日

会長 原口和貴先生

日本腎臓病協会慢性腎臓病対策部会
（山梨慢性腎臓病対策協議会 2010年8月31日~）
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日本腎臓病協会慢性腎臓病対策部会（再掲）
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第１期2016年〜 第２期 2021年〜

２）行政と一体となり取り組む医療連携

山梨県福祉保健部国保援護課



特定健診 人間ドック
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３）糖尿病性腎症重症化予防対策と共通のプラットフォーム

CKD病診連携認定医は2年に一度のCKDとDMに関する研修会を同時に受講する。
研修会受講後、山梨県知事と山梨県医師会長の連名で認定書を受け取る。現在154名



2010年4月 山梨慢性腎臓病対策協議会(YCKDI)発足
市民公開講座（３回）、コメディカル研修会、市町村単位の講習会、
学会発表、検診医療機関、透析患者へのアンケート調査

2013年4月 山梨県健康増進計画「健やか山梨２１」においてCKD対策が重点事業となる
2014年7月 山梨大学第３内科前教授北村健一郎先生着任
2014年 第１回、第２回CKD医療連携協議会にてCKD医療連携の骨子決定
2015年4月 山梨県の各地区医師会にて10回のCKD講演会を開催し参加医師を認定連携医として

登録する作業を開始
2015年11月 山梨県慢性腎臓病予防推進対策事業としてCKD予防推進対策協議会を立ち上げ第１回を開催
2016年4月 山梨県CKD医療連携（第１期）を開始 CKD医療連携ニュースレター
2017年10月 山梨県糖尿病対策推進会議再開
2018年6月 糖尿病性腎症重症化予防プログラムWG始動
2018年10月 糖尿病性腎症重症化予防に係る連携協定策定（11月締結）山梨県医師会、山梨県糖尿病対策推進

会議、山梨県CKD予防推進対策協議会、山梨県）
2019年9月 2020年からの山梨県CKD医療連携（第２期）に合わせて連携認定医の

更新のための研修会を山梨県の各地区医師会にて開催
2020年3月 各市町村に糖尿病性腎症重症化予防プログラム実施状況調査
2020年4月 第２次CKD対策開始、
2021年4月 YouTubeによる動画配信開始
2021年11月 CKD連携認定医の更新のための研修会をWebで開催
2022年4月 山梨腎臓病療養指導士の会設立、 YouTubeによる動画を人間ドック、特定健診の共通資材化
2022年8月 山梨腎臓内科医会設立

４）2010年から続くYCKDI(山梨慢性腎臓病対策協議会)の活動とCKD医療連携の歩み
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